CPhI(Convention of Pharmaceutical Ingredient) JAPAN 特別講演セッション

製薬の活力　～発想の潮流～

CPhI JAPANは、CPhI Worldwideのサテライトとして製薬に特化した日本唯一の専門展

として位置づけられている。そこで企画される各種講演会は、産官学あるいはその連携により、学術,行政,実業の考えを示し多面的な提言を行っている。今般CPhI JAPAN 事務局から、「これからの医薬品製造を新たな視点で通観できないか」との申し出があった。相談内容は日本プロセス化学会の活動趣旨に沿う点もあり、企画・実行をディレクションすることとした。演者は　①日本プロセス化学会から/ 学会副会長・富岡清 京都大学教授　②創薬の立場から/塩野義製薬・近藤裕郷 創薬研究所長　③開発研究の立場から/田辺製薬・浮田辰三 製剤研究部長　④生産の立場から/エーザイ・渡辺信三 鹿島事業所長に決定した。総合司会は学会理事・エーザイの左右田茂。

CPhI JAPANの開催期間と場所は、４月１８日～２０日/東京ビッグサイト,特別講演セッションは、４月１９日に東２ホールで１３時～１５時に行われる。このセッションが、斬新な製薬活力を見出す切っ掛けになることを願う。
